
KANAGAWA

～支えあう  住みよい社会  地域から～

神奈川県民児協設立50周年
記念キャラクター「みんぴょん」

①�伊勢原市民児協における「活動記録
記入ガイドライン」
②令和８年度県民児協事業計画・予算
③�民生委員・児童委員、主任児童委員の
皆様へ 〜神奈川県所管課より〜

●通信員だより（横須賀市・藤沢市・小田原市）

特
　
集

　開成町民児協では、３月に行われた「かいせい町
民フェスタ」に参加し、民児協のPR活動を行いまし
た。このフェスタは多数の公益法人や社会貢献企業
が参加しているため来場者がとても多く、民児協の
活動を認知してもらうとても良い機会となりました。
今年は県民児協のキャラクターみんぴょんと開成
町のキャラクターあじさいちゃんがコラボした顔
はめパネルを作成して楽しんでもらったり、アンケー

トで民児協の活動に対して意識してもらったりし
ました。このフェスタには親子で来場している方が
多いので若い世代へのPRもしっかりできたのでは
ないかと思います。町民の方に民生委員・児童委員
の活動を知っていただき、これからも安心して暮ら
せる地域づくりに貢献していきたいと思います。

（開成町民生委員児童委員協議会）

〜たくさんの人に活動を知ってもらうために〜…まなざし…
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 伊勢原市民児協における「活動記録記入ガイドライン」
　「活動記録」は、件数報告のための記入表と書き方ガイドが主な内容となりますが、報告だけが目的の冊子では
ありません。民生委員・児童委員、主任児童委員の多種多様な活動実績を記録・分析し、各民児協でその結果を効
果的に活用することで、今後の活動に役立てることも、ねらいです。
　委員の皆さんの活動の基盤である「活動記録」ですが、記入に際し、「記入方法が分かりにくい」などの声が多く
寄せられており、新任委員の不安にも繋がっています。
　そこで、今回は、そんな委員の声を受け、民生委員・児童委員、主任児童委員のみで構成された作成実行委員会
において『活動記録記入ガイドライン』を作成した伊勢原市民児協の皆さんにお話を伺いました。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
き
っ
か
け

　

伊
勢
原
市
民
児
協
で
は
、今
回
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
以
前
か
ら
、

一
部
の
地
区
で
は
、記
入
方
法
の
整
理

が
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、具
体
的

な
記
入
方
法
を
示
さ
な
い
と
わ
か
り
に

く
い
部
分
も
あ
り
、そ
の
こ
と
が
委
員

の
負
担
感
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
課

題
に
感
じ
、伊
勢
原
市
民
児
協
と
し
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
至
り
ま
し

た
。

特
に
伊
勢
原
市
民
児
協
会
長
の
白
鳥
勉

さ
ん
が
担
当
す
る
成
瀬
地
区
で
は
、６

年
程
前
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て

ず
、全
委
員
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
減

で
き
る
よ
う
に
、と
い
う
メ
ン
バ
ー
の

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
メ
ン
バ
ー
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
で
、追
記・加
筆
が
必
要
な
場
合
に

は
、そ
の
声
を
集
め
、定
期
的
な
見
直
し

を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

お
り
、そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、

全
８
回
に
渡
る
作
成
実
行
委
員
会
で
、

様
々
な
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、よ

り
わ
か
り
や
す
く
、活
用
し
や
す
い
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
努
め
て
き
ま
し

た
。

実
行
委
員
が
大
事
に
し
た
こ
と

　

メ
ン
バ
ー
は
、伊
勢
原
市
民
児
協
の

会
長
、副
会
長
２
名
の
ほ
か
、各
地
区
か

ら
１
名
ず
つ
実
行
委
員
と
し
て
集
ま

り
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童

委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
、ま
た
、左
記
を
共
通
認
識
と
す

る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
た（
９
名
が
作

成
に
協
力
し
ま
し
た
）。

⃝
�

共
通
の
考
え
方
で
記
入
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い

⃝
�

す
べ
て
の
委
員
に
、わ
か
り
や
す
い

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
す
る

⃝
�

内
容
は
各
地
区
共
通
事
項（
事
業
）を

中
心
に
掲
載

⃝
�

新
規
内
容
が
生
じ
た
と
き
は「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」に
追
記・更
新
を
重
ね
る

　
民
生
委
員・児
童
委
員
、主
任
児
童
委

員
の
実
態
に
沿
っ
た
声
が
反
映
さ
れ
た

完
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、去
る
令
和
７

年
12
月
の
一
斉
改
選
委
嘱
式
に
て
、全

委
員
の
手
元
に
渡
り
ま
し
た
。新
任
の

委
員
や
、期
の
浅
い
委
員
に
か
か
わ
ら

取材にご協力をいただいた3名の実行委員の皆さん ありがとうございました

大山高部屋地区
河西　弘文氏

副会長
伊藤　末治氏

会長
白鳥　勉氏

特集１
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年間の集計で、6地区の活動傾向がわかりやすく
することもガイドライン作成の目的のひとつです！ガイドラインのポイント

　今回取材させていただいた伊勢原市民児協のほか、いくつかの市町村でも独自のガイドラインを作成されています。
ガイドラインを作成することで、委員の負担軽減に繋がるほか、活動を振り返り、整理するきっかけにもなります。

ポイント１　記入例活動区分を
「地区内活動」「日常活動」「県・市」「社会福祉協議会」「学校関係」「自治会」の6つに分類

▶︎日々の活動に近づけることでよりわかりやすい内容にすることによって
今まで様々な活動を個人の判断で記入されていた記録を、具体的な活動を通じ記入可能に！

ポイント２　あくまでも個人の意思を尊重＆定期的な見直しを想定し空欄を設ける
▶ガイドラインは個人で判断に迷う場合に参考にする資料であって、正しく決めることや、決めつけることが目
的ではありません。このため、自分なりの言葉で整理できる欄を設けています。また、人の生活が変化することに伴
い、委員活動も変化していきます。記載のない活動があった際に、自身で書き足すことができるようにしています。
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◎
会
務
の
運
営

　

本
会
事
業
の
企
画
・
運
営（
正
副
会
長

会
議
、常
任
理
事
会
、理
事
会
、監
事
会
）。

事
業
計
画・予
算
や
事
業
報
告・決
算
な
ど

の
審
議・議
決（
総
会
）。

◎
企
画
調
整
機
能
の
強
化

　
総
合
企
画
委
員
会
で
は「
神
奈
川
県
版

活
動
強
化
方
策
」（
令
和
４
〜
８
年
度
）の

進
行
管
理
や
次
期
方
策（
令
和
９
年
〜
）に

係
る
対
応（
現
方
策
の
見
直
し
等
）、期
の

浅
い
委
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、地
域
版
活
動

強
化
方
策
の
策
定
支
援
を
進
め
、広
報
委

員
会
で
は「
県
民
児
協
だ
よ
り
」の
企
画・

編
集
及
び
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
に

向
け
た
検
討
を
行
い
、通
信
員
連
絡
会
で

は
連
絡
会
を
開
催
。

◎
市
町
村
民
児
協
事
務
局
と
の
連
絡
調
整

　
市
町
村
民
児
協
事
務
担
当
者
会
議
の
実

施
や
情
報
支
援
を
通
じ
た
連
携
。

◎
関
係
機
関・団
体
と
の
連
絡
調
整

　

児
童
相
談
所
所
長
と
の
連
絡
調
整
会

議
、県
担
当
課
と
の
懇
談
会
を
開
催
。

◎
会
員
慶
弔
事
業
の
実
施

　

会
員
の
傷
病
時
の
見
舞
金
や
委
員
本

人
・
配
偶
者
死
亡
時
の
弔
慰
金
給
付
、退

任
記
念
品
を
贈
呈
。

◎
助
成
事
業
の
実
施

　
地
域
福
祉
活
動
促
進
費
助
成
、活
動
推

進
事
業
助
成
、地
域
版
活
動
強
化
方
策
策

定
支
援
助
成
及
策
定
支
援
研
修
会
を
開

催
、ブ
ロ
ッ
ク
別
活
動
助
成
、指
定
地
区

民
児
協
へ
の
事
業
費
助
成
、活
動
保
険
掛

金
助
成
。

◎
児
童
委
員
活
動
の
強
化（
基
盤
づ
く
り
）

　
主
任
児
童
委
員
連
絡
会
議
を
活
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
認
識
を
深
め
る
。

◎
研
修
事
業
の
実
施

〈
本
会
主
催
研
修
事
業
の
実
施
〉

①
市
町
村
民
児
協
会
長
研
修
会
②
単
位
民

児
協
会
長
研
修
会
③
新
任
単
位
民
児
協
会

長
研
修
会

〈
県・横
須
賀
市
委
託
事
業
へ
の
協
力
〉

①
新
任
民
生
委
員
児
童
委
員
研
修
②
会
長

部
会
長
研
修
③
テ
ー
マ
別
研
修
へ
の
協
力

◎
情
報
提
供
の
強
化

　
「
県
民
児
協
だ
よ
り
」の
発
行
。県
民
児

協
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
み
ん
ぴ
ょ
ん
」を
活

用
し
た
広
報
強
化
。本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
。「
神
奈
川
県
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
概
況
」の
発
行
。

◎
全
国・関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
等
へ
の
参
加

①
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
②
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
研

究
協
議
会
③
民
生
委
員・児
童
委
員
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
④
全
国
児
童
委
員・主
任
児

童
委
員
活
動
研
修
会
⑤
全
国
民
生
委
員
指

導
者
研
修
会（
民
生
委
員
大
学
）

◎
関
係
団
体・機
関
と
の
連
携・協
働

　
県・県
内
団
体
主
催
の
会
議
等
へ
の
参

加
協
力
等
。

３　
つ　
の　
重　
点　
目　
標

事
　
業
　
内
　
容

１．社会的孤立を防ぐための個別支援活動の推進
　 �　委員として安心して活動を進めるためには対応の基本の理解、つなぎ先を知ること、困ったときの相談先
の情報把握などが必要となります。一斉改選の翌年という点も踏まえ、委員としての基本姿勢や新たな生活
課題、施策動向を踏まえ、かつ参加のしやすさを考慮した学習の機会を設けます。また、委員活動に資する
資料等の紹介や活用を積極的に行うとともに、各地区での活動を情報収集・発信することで県域全体の活
動の活性化を図ります。

２．複雑・多様化する課題を受け止め、つなぐための多様な機関・団体との連携
　 �　委員は行政や社協、地域包括支援センターなど、様々な関係機関・団体との関わりの中で活動を進めてい
く必要があることから、特徴的な取り組みや課題を共有し、より良い連携の在り方などを考えていきます。
また、地域に根差した活動を行う様々な立場の関係者とつながり、委員活動の一助となる情報の収集や発信
に取り組みます。

３．持続可能な委員活動（制度）のための取り組み
　�　令和9年の民生委員制度創設110周年も視野に入れ、民生委員の魅力を広め、地域活動の理解者を増やす
とともに、なり手確保につながるよう委員活動の理解促進を図ります。また、新任を含む期の浅い委員への
サポートにつながるよう、委員活動や役割の正しい理解啓発を進めるとともに、各ブロック・市町村・地区レ
ベルでの活動の活性化を図るため助成による成果や課題の普及に努め、加えて次期県版活動推進方策に係る
対応に取り組みます。

特集２ 令和8年度県民児協　事業計画・予算
令和7年度第２回総会において、令和8年度事業計画及び予算が承認されました。

重点目標および主な事業についてご報告します。
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 ポイント１
　作成にあたって、期の浅い委員が各活動場面において感じている「やりがい（喜
び）」「悩み」「実際に受けてよかったサポート」「あるとよいと思うサポート」を把握す
るため、総合企画委員会委員が所属する各民児協の民生委員・児童委員、主任児童
委員の皆様のご協力のもとヒアリングを実施し、その声を『ヒント集』に反映。

 ポイント２
　活動場面ごとに「期の浅い委員が感じていること」「サポートに向けた工夫やポイ
ント」を構成の柱とし、後者では総合企画委員会委員の意見や所属の民児協での実
践等をもとに掲載するとともに、経験年数や役割等を問わず読みやすく、共感いた
だけるようストーリー性を持たせたイラストを用いた。

互助事業費
　県単互助事業費
　全国互助事業費

積立金
　退任記念品積立金
　一斉改選積立金
　運用準備積立金

収  入  の  部 支  出  の  部

1. 会費
    74％

1. 運営費
　 35％

2. 補助金
    25％

2. 育成事業費
    55％

3. 互助事業費
    8％

4. 積立金
    1％

5. 予備費
    1％

3. 諸収入 0％

4. 積立金取崩収入0％

5. 繰入金 1％

6. 繰越金
    　0％

補 助 金
神奈川県
横須賀市
全国互助

運 営 費
　役員会費（理事会、総会等）
　負 担 金（互助、全民児連会費等）
　需 要 費（消耗品、印刷費等）

育成事業費 
　研 修 会 費（研修経費）
　調査広報費（委員会、広報紙）
　地域福祉活動費（助成）

１ 会　費 	27,332,000円	（対前年度比1,469,000円減）

２ 補助金 	 9,359,000円	（対前年度比5,415,000円減）

３ 諸収入 	 48,000円	（9,000円増）

4 積立金
取崩収入 	 0円	（対前年度比8,545,000減）

5 繰入金 	 10,000円	（増減なし）

6 繰越金 	 0円	（増減なし）

１ 運 営 費 	13,134,000円	（対前年度比1,773,000円減）

２ 育成事業費 	 20,553,000円	（対前年度比4,027,000円減）

３ 互助事業費 	  2,893,000円	（対前年度比4,514,000円減）

４ 積 立 金 	 159,000円	（対前年度比5,106,000円増）

５ 予 備 費 	 10,000円	（増減なし）

　

※�割合（％）の算出にあたっては、小数点以下第3位を四捨五入しているため、
合計が100%にならないことがあります。

※上記は令和 8 年度の当初予算額となります。

期の浅い委員へのサポートに向けたヒント集の作成

【総額】36,749,000円
令和８年度予算

このヒント集を活用して研修会等を実施した地域がありました。
次の一斉改選に向けて、各地域で期の浅い委員へのサポートを
見直すきっかけになると幸いです。

令和7年度事業の振り返り

ダウンロードは
こちらから
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神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課

神奈川県福祉子どもみらい局子どもみらい部子ども家庭課

特集３

　民生委員・児童委員の皆様におかれましては、
昨年度の一斉改選に当たり、多大なるご理解と
ご協力を賜り、誠にありがとうございました。ま
た、日ごろから、地域住民に寄り添った支援を通
じて地域福祉の推進にご尽力いただいておりま
すことに、心より感謝申し上げます。
　県では、「神奈川県地域福祉支援計画」に基づ
き、誰もが地域で安心して共に生きることので
きる社会の実現に向け、具体的な取組を示し、市
町村の地域福祉計画の推進を支援してきました。
　引き続き、市町村や関係機関の皆様と連携し
ながら、地域共生社会の実現に向けた取組を着
実に進め、地域福祉を取り巻く課題や社会環境
の変化を踏まえ、必要な施策の充実に努めてま
いりますので、皆様のご理解とご協力を賜りま
すようお願いいたします。

　また、民生委員・児童委員の高齢化や、担い手
不足が課題となる中、地域福祉課では今年度、新
たな担い手を増やすため、「民生委員担い手確保
事業」を実施します。民生委員活動の内容や委員
のやりがい等をPRする動画を作成し、インター
ネット等で公開するなど、広く発信していきま
す。担い手となる30〜40 代や、民生委員として
活躍が期待できる60 代など、ターゲットを設定
した動画を作成し、担い手もしくは即戦力にな
りうる層に働きかけることで、より効果的な広
報を展開してまいります。
　今後も、地域福祉に係る施策に当事者目線に
立って取り組んでまいりますので、引き続きご
協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

　民生委員・児童委員の皆様には、日頃より本県
の福祉施策に御協力を賜り、感謝申し上げます。
　本県では、令和2年3月に策定し、令和7年3月
に改訂した「神奈川県社会的養育推進計画」に基
づき、様々な取組みを推進しています。
　この計画は、子どもの最善の利益を実現する
観点から、子ども一人ひとりに合った養育環境
を提供し、子ども自身がずっとともにいてくれ
ると感じる信頼できる大人との、途切れないつ
ながりを土台として、子どもが成長していくこ
との実現を、最優先事項としています。
　具体的には「子どもが自らの権利を理解し、主
体的に表明した意見が尊重される仕組みづくり」
「関係機関が一体となった、子どもや家庭を支援
する体制の充実・強化」「里親等と乳児院・児童養
護施設等との協働による、子ども一人ひとりに
合った養育環境の提供」「社会的養護経験者等の
自立する力を育み、支える環境の整備」という4

つの柱に基づき取組みが推進されています。例
えば、里親等に関する取組みについては、令和8
年度に里親支援センターの開設に向けた調整を
行っており、このことで、里親等委託率の増加と
ともに、代替養育を必要とする子どもの措置・委
託先を確保することとしております。
　こういった取組みは、日頃から地域の子ども
や子育て家庭の身近な相談相手として、大変重
要な役割を担っていただいている民生委員・児
童委員の皆様と密接に結びつくものですので、
今後とも子どもたちが健やかに成長できるよう、
子どもや家族に寄り添った支援をお願いいたし
ます。

 

民生委員・児童委員、主任児童委員の皆様へ
　　　　　　　　　　　　　　　～神奈川県所管課より
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令
和
８
年
度「
民
生
委
員
・
児
童
委

 

員
の
日　

活
動
強
化
週
間
」 

 

取
り
組
み
報
告

　

本
会
に
お
い
て
、活
動
強
化
週
間
に

あ
わ
せ
て
行
っ
た
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

①
神
奈
川
新
聞
へ
の
掲
載

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

神
奈
川
新
聞
の
題
字
下

（
新
聞
の
題
字
の
下
に
設

け
ら
れ
た
広
告
ス
ペ
ー

ス
）に
広
告
を
掲
載
し
ま

し
た
。

②
福
祉
タ
イ
ム
ズ
へ
の
掲
載

　
神
奈
川
県
社
協
が
毎
月
発
行
し
て
い

る
機
関
紙「
福
祉
タ
イ
ム
ズ
」５
月
号
の

表
紙
を
二
ノ
宮
要
子
会
長（
綾
瀬
市
寺

尾
地
区
・
綾
市
会
長
・
県
民
児
協
副
会

長
）に
飾
っ
て
い
た
だ
き
、民
生
委
員
活

動
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
主
任
児
童
委
員
制
度
創
設
時
に
主
任

児
童
委
員
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

た
二
ノ
宮
さ
ん
の
、当
時
の
迷
い
や
葛

藤
、同
期
委
員
と
一
歩
ず
つ
積
み
上
げ
て

き
た
活
動
、更
に
は
、民
生
委
員・児
童
委

員
と
し
て
の「
み
ま
も
り
か
た
」に
つ
い

て
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

③
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
動
画
広
告
を
配
信

　
５
月
の
１
ヶ
月
間
、配
信
地
域
を
政

令
指
定
都
市
を
除
く
県
域
に
対
象
を
絞

り
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
よ
り
動
画
の
配

信
を
行
い
ま
し
た
。

④�

か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
に
て
Ｐ
Ｒ

動
画
放
映・ポ
ス
タ
ー
掲
出

　
５
月
１
日（
木
）〜
14
日（
木
）の
２
週

間
、か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
１
階
Ｐ

Ｒ
コ
ー
ナ
ー
に
左
の
よ
う
に
掲
出
し
ま

し
た
。

⑤
市
町
村
民
児
協
に
向
け
て

　
県
民
児
協
に
お
い
て
作
成
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
増
刷
を
行
い
、市
町

村
民
児
協
に
配
布
希
望
数
を
伺
い
、配

布
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
６
年
度
の
広
報
委
員
会

に
お
い
て
検
討
し
て
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
バ
ナ
ー
画
像
を
作
成
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

⑥
関
係
機
関（
市
町
村
社
協
）に
向
け
て

　
協
力
依
頼
文
書
の
発
出
お
よ
び
県
民

児
協
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布・配
架
依
頼

を
行
い
ま
し
た
。

　

活
動
強
化
週
間
に
お
い
て
は
、民
生

委
員・児
童
委
員
が
地
域
福
祉
の
担
い

手
と
し
て
果
た
す
役
割
を
住
民
や
関
係

機
関
に
周
知
し
、理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

委
員
活
動
の
魅
力
も
伝
わ
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
今
後
も
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
&
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

パンフレットなどの配架のほかデジタルサイネージも活用しました

神奈川県民児協HPバナー画像

PR動画

福
祉
タ
イ
ム
ズ
は

こ
ち
ら
か
ら

秦野市民児協及び
寒川町民児協HPで
早速ご活用いただき

ました！
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ホームページをご活用ください！
☆県民児協ホームページでは、民生委員・児童委員制度や活動に関する参考資料などを掲載しています。
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『
年
金
支
給
日
ま
で
あ
と
三
日
、パ
ッ
ク
ご
飯
が
２
回

分
で
し
ょ
…
先
月
は
災
害
用
の
備
蓄
パ
ン
を
分
け
て
も

ら
っ
た
よ
。市
役
所
ま
で
行
く
の
に
往
復
２
８
０
円
、近

所
の
百
円
ス
ト

ア
ま
で
歩
い
て

行
く
よ
』。

　

横
須
賀
市
で

は
、「
誰
も
一
人

に
さ
せ
な
い
ま

ち
」を
目
指
し
、多
様
性
を
認
め
合
い
お
互
い
に
慈
し
み

合
う
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。生
活
困
窮
相

談
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
用
、生
活
福
祉
資
金
制
度
な
ど
市

と
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
連
携
し
て
包
括
的
な
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。私
た
ち
民
生
委
員
児
童
委

員
も「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
調
査
票
」や「
個
別
援
助

票
」等
の
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
て
、日
常
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、前
述（
写
真
）の
ご
高
齢
の
方
の
よ

う
に
喫
緊
の
要
請
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。日

常
的
な
情
報
は
私
た
ち
の
訪
問
時
や
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
開
設
日
な
ど
を
通
じ
て
ご
案
内
し
て
い
る

の
で
す
が
、ご
自
身
か
ら
の
困
難
事
案
の
発
信
は
な
か

な
か
難
し
い
よ
う
で
す
。い
つ
で
も
何
で
も
お
気
軽
に

と
は
い
え
、今
後
、働
き
な
が
ら
民
生
委
員
児
童
委
員
を

こ
な
す
若
い
世
代
が
増
え
て
く
れ
ば
、活
動
形
態
も
変

化
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。双
方
向
の
情
報
伝
達
に
は

工
夫
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
藤
沢
市
で
は
５
月
12
日
に
活
動
周
知
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
藤
沢・辻
堂・湘
南
台
の
各
駅
頭

で
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ（
啓
発
品
）を
配
布
し

ま
し
た
。

　
配
布
に
は
最
寄
り
地
区
の
民
生
委
員
が
協
力

し
全
部
で
６
千
個
を
駅
利
用
者
の
方
々
に
手
渡

し
ま
し
た
。こ
れ
と
は
別
に
各
民
児
協
毎
に
活

動
の
写
真
等
を
貼
付
し
て
作
成
し
た
ア
ピ
ー
ル

用
の
パ
ネ
ル
を
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
、

市
役
所
を
訪
れ
た
人
々
に
見
て
頂
き
ま
し
た
。

　
藤
沢
市
の
民
生
委
員・児
童
委
員
の
定
数
は

５
２
１
名
で
す
が
、現
在
は
30
名
ほ
ど
の
欠
員

が
あ
り
ま
す
。今
回
の
周
知
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

よ
っ
て
駅
や
市

役
所
を
利
用
す

る
多
く
の
人
々

に
民
生
委
員・児

童
委
員
の
活
動

を
知
っ
て
頂
き
、

新
し
い
民
生
委

員・児
童
委
員
の

担
い
手
が
増
え

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
前
夜
か
ら
の
雨
も
上
が
り
、快
晴
の
朝
を
迎

え
、午
前
９
時
開
場
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
、７
時
30
分

に
は
役
員
20
名
以
上
が
集
ま
り
、準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。会
場
内
で
は
社
協
会
長
の
指
示
で
椅
子
や
テ
ー

ブ
ル
の
配
置
、会
場
の
外
で
は
、民
児
協
会
長
の
指
示
の

も
と
ガ
ス
器
具
設
置
、豚
汁
用
の
野
菜
調
理
を
手
際
良
く

開
始
さ
れ
、経
験
豊
富
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
地
区
社
協
で
は
、年
間
18
回
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
会
を
開
催
し
て
お
り
、そ
の
中
の
１
つ
が
今
回
の
い

き
い
き
健
康
事
業
世
代
間
交
流（
落
語
寄
席
：
喜
楽
家

笑
助
、大
抽
選
会
、豚
汁
お
も
て
な
し
会
）で
す
。落
語
寄

席
を
見
る
機
会
が
な
い
人

達
の
為
に
、所
作
を
判
り
易

く
説
明
し
た
上
で
高
座
に

か
け
て
い
た
だ
き
、皆
で
大

笑
い
。大
抽
選
会
で
は
恊
賛

企
業
等
か
ら
の
賞
品
が
当

た
る
か
、手
元
の
半
券
と
睨

め
っ
こ
。最
後
は
、野
菜
の

甘
み
た
っ
ぷ
り
の
美
味
し
い
豚
汁
で
お
腹
を
満
た
し
ま

し
た
。

　
地
区
の
民
生
委
員
児
童
委
員
は
15
名
で
、高
齢
者
の
き

づ
き・見
守
り・つ
な
ぎ
を
基
本
に
活
動
し
て
い
ま
す
。普

段
の
活
動
で
は
話
し
合
う
機
会
が
な
い
組
織
の
方
や
住

民
の
方
と
も
情
報
交
換
が
で
き
、楽
し
く
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

誰
も
一
人
に
さ
せ
な
い

ま
ち
づ
く
り

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

豊
川
地
区
社
協
い
き
い
き
健
康
事
業

世
代
間
交
流
会

通
信
員　

佐
久
間
　
則
夫

通
信
員　

辻
川
　
健
吾

通
信
員　

稲
毛
　
竹
男

藤沢市

小田原市

横須賀市

あと二日分

藤沢駅で仲良く記念撮影

喜楽家笑助氏による高座のようす


